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が
生
ま
れ
ま
し
た
。

従
来
、
新
宿
（
西
新
宿
J
C
T
）
か
ら

羽
田
空
港
（
空
港
中
央
）
ま
で
の
混
雑
時
の

所
要
時
間
は
平
均
40
分
で
し
た
。
こ
れ
が
中

央
環
状
線
を
利
用
す
る
こ
と
で
平
均
19
分

に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
所
要
時
間
の
ば
ら
つ
き
が

大
幅
に
減
り
、「
定
時
性
」
も
向
上
し
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
羽
田
空
港
へ
の
定
期
路
線
バ
ス

を
走
ら
せ
る
東
京
空
港
交
通
株
式
会
社
。
山

手
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
伴
い
、
新
宿
駅
西
口

か
ら
羽
田
空
港
ま
で
の
ダ
イ
ヤ
が
混
雑
時
で

最
大
15
分
短
縮
し
た
ダ
イ
ヤ
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

物
流
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
る
国
際
標

準
コ
ン
テ
ナ
に
は
規
格
の
サ
イ
ズ
が
あ
り
、

高
さ
の
制
限
か
ら
通
行
で
き
る
ル
ー
ト
が
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
新
た
に
完
成
し
た
山
手

ト
ン
ネ
ル
は
国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ
車
（
背
高

4
・
1
m
）
が
通
れ
る
充
分
な
高
さ
が
あ
り
、

高
速
道
路
を
使
っ
て
の
輸
送
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
す
。
ま
た
、
開
通
後
は
、「
到
着
時

間
が
短
縮
さ
れ
、
到
着
時
間
の
予
測
も
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
」（
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会

社
）
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

観
光
事
業
に
も
効
果

中
央
環
状
線
の
開
通
に
よ
っ
て
、
も
う
一

つ
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
観
光
の
活
性
化
で

す
。
例
え
ば
、は
と
バ
ス
株
式
会
社
か
ら
は
、

「
浅
草
、
お
台
場
、
明
治
神
宮
と
い
っ
た
都

内
の
観
光
地
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
場
合
、

山
手
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
す
る
ル
ー
ト
に
変
更

す
れ
ば
臨
海
部
に
位
置
す
る
お
台
場
か
ら
明

治
神
宮
へ
の
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

観
光
地
で
の
滞
在
時
間
が
増
え
、
ツ
ア
ー
の

満
足
度
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま

す
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
都
心
と
房
総
半
島
を
結
ぶ
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
向
上
し
ま
し
た
。
八

王
子
や
立
川
な
ど
東
京
の
西
側
か
ら
も
、
房

総
半
島
へ
の
観
光
が
し
や
す
く
な
っ
た
の
で
す
。

「
こ
う
い
っ
た
効
果
は
首
都
高
速
上
の
み
で

発
現
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

加
藤
さ
ん
。「
こ
れ
ま
で
都
心
環
状
線
と
い

う
高
速
道
路
を
使
っ
て
い
た
方
に
は
、
中
央

環
状
線
全
線
開
通
に
よ
っ
て
直
接
的
な
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
一
方
で
、
並
行
す

る
山
手
通
り
や
環
七
通
り
か
ら
中
央
環
状
線

へ
の
交
通
転
換
が
図
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、

混
雑
し
て
い
る
時
間
帯
で
の
所
要
時
間
が
山

手
通
り
で
約
3
割
、
環
七
通
り
で
約
1
割
短

縮
さ
れ
、
周
辺
一
般
道
路
の
混
雑
緩
和
に
も

寄
与
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
道
路
を

使
っ
て
い
た
方
に
と
っ
て
も
、
間
接
的
な
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」

人
と
物
を
運
ぶ
以
外
の
価
値
も

中
央
環
状
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
ア
ク

セ
ス
性
や
定
時
性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
物
流

の
効
率
化
や
観
光
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
な

ど
道
路
整
備
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ッ
ク

効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

さ
ら
に
、
人
や
物
を
運
ぶ
以
外
の
価
値
を
高

速
道
路
に
付
加
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
開
通
し
た
山
手
ト
ン
ネ
ル
の
大
橋

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
目
黒
区
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
在
来
の
高
速
道
路
と
を
つ
な
ぐ

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
建
設
に
お
い
て
は
、
周
辺

の
再
開
発
と
と
も
に
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
屋
上

は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
周
辺
住
民
が
憩

う
公
共
空
間
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
都
心
で
は
高
速
道
路
を
建
設
で
き
る
用
地

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

も
限
ら
れ
た
可
能
性
の
中
で
知
恵
を
絞
っ
た

結
果
と
し
て
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
大

橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
、
今
後
は
人
や
物
を
運
ぶ
以
外
の
価
値

も
高
速
道
路
に
付
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
加
藤
さ
ん
）

高
速
道
路
網
は
、
首
都
圏
の
人
と
物
の
流

れ
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
で

す
。
そ
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
こ
と
は

こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。

大橋ジャンクションの屋上
は緑地化され、目黒区が
公園整備を行っている。ま
た、大橋ジャンクションの
換気所屋上には、首都高
速道路株式会社が広さ
100m2の田んぼを整備
し、地元小学生の稲作体
験が実施されている。

※肩書きは取材当時のものです
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中央環状線の全線開通による
さまざまな効果
● 産業の経済効率向上
渋滞が緩和し、輸送や交通事業の経済効率が向上。
● 国際的な物流の強化
国際標準コンテナ車（背高4.1m）が通過できる経路が拡大。
● 観光の収益拡大
移動時間が短縮され、観光地に滞在できる時間や立ち寄る
観光地が増加。
● 環境改善
渋滞緩和により、CO2排出量を大きく改善。
● 災害時の経路に柔軟性
災害時など突発的な通行止発生時に迂回できる経路が増加。

首都高速道路株式会社
計画・環境部
計画調整課長
加藤浩樹さん

ストック効果
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中
央
環
状
線
全
線
開
通
に
よ
り

首
都
高
都
心
部
に
お
け
る

交
通
量
5
％
減・渋
滞
5
割
減

今
年
3
月
に
中
央
環
状
線
の「
環
」が
完
成
し
た
こ
と
で
、

首
都
高
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、所
要
時
間
が
短
く
な
っ
た
り
、時
間
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

経
済
活
動
の
効
率
化
に
も
役
立
つ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

都
心
に
集
中
す
る

交
通
の
分
散
が
図
ら
れ

渋
滞
損
失
時
間
が
大
幅
に
減
少

首
都
圏
で
は
、
東
京
都
心
を
中
心
に
円
を

描
く
よ
う
に
高
速
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
首
都
圏
3
環
状
道
路
」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
高
速
道
路
の
整
備
は
、
都
心
か

ら
各
方
面
へ
と
放
射
線
状
に
伸
び
る
高
速
道

路
を
リ
ン
グ
状
に
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、各
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
高
め
つ
つ
、

都
心
で
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
3
環
状
道
路
に
は
、内
側
か
ら「
中

央
環
状
線
」「
外
環
道
（
東
京
外
か
く
環
状

道
路
）」「
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動

車
道
）」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
中
央

環
状
線
で
は
、
平
成
27
年
3
月
7
日
に
大
橋

と
大
井
の
両
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
結
ぶ
山
手

ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、
全
線
開
通
と
な
り
ま

し
た
。
建
設
を
進
め
て
き
た
首
都
高
速
道
路

株
式
会
社
の
計
画
・
環
境
部
計
画
調
整
課
長

の
加
藤
浩
樹
さ
ん
は
中
央
環
状
線
の
直
接
的

な
効
果
に
つ
い
て
こ
う
説
明
し
ま
す
。

「
ま
ず
は
、
都
心
で
の
渋
滞
緩
和
で
す
。

全
線
開
通
し
て
か
ら
1
カ
月
後
の
調
査
で

は
、
中
央
環
状
線
内
側
に
お
い
て
、
利
用

交
通
量
が
約
5
％
減
少
し
、
交
通
渋
滞
に

よ
る
損
失
時
間
が
約
5
割
減
少
し
た
と
い

う
結
果
が
出
ま
し
た
。
こ
の
減
少
時
間
は
約

1
万
2
0
0
0
人
分
の
労
働
力
に
値
す
る

も
の
と
推
計
さ
れ
、
生
産
性
の
大
幅
な
向
上

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
」

輸
送
や
交
通
の
メ
リ
ッ
ト

ま
た
、
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
中
央
環
状
線
を
利
用
し
な
が
ら
人
や
物

を
運
ぶ
交
通
や
物
流
の
事
業
者
に
メ
リ
ッ
ト

今年3月に全線開通した中央環状線で、3号渋谷線との接続部である大橋ジャ
ンクションの空撮写真。中央環状線の「環」が完成したことで、中央環状線の利
便性は大きく向上。また写真のように、高速道路施設の屋上エリアを公園として
公共空間にするなど数々の新しい試みも注目されている。

大橋JCT

山手トンネル
大井JCT
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が
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混
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時
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間
は
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で
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線
を
利
用
す
る
こ
と
で
平
均
19
分

に
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に
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ま
た
、
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
屋
上

は
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
周
辺
住
民
が
憩

う
公
共
空
間
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
都
心
で
は
高
速
道
路
を
建
設
で
き
る
用
地

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

も
限
ら
れ
た
可
能
性
の
中
で
知
恵
を
絞
っ
た

結
果
と
し
て
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
大

橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
、
今
後
は
人
や
物
を
運
ぶ
以
外
の
価
値

も
高
速
道
路
に
付
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
加
藤
さ
ん
）

高
速
道
路
網
は
、
首
都
圏
の
人
と
物
の
流

れ
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
で

す
。
そ
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
こ
と
は

こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。

大橋ジャンクションの屋上
は緑地化され、目黒区が
公園整備を行っている。ま
た、大橋ジャンクションの
換気所屋上には、首都高
速道路株式会社が広さ
100m2の田んぼを整備
し、地元小学生の稲作体
験が実施されている。

※肩書きは取材当時のものです
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中央環状線の全線開通による
さまざまな効果
● 産業の経済効率向上
渋滞が緩和し、輸送や交通事業の経済効率が向上。
● 国際的な物流の強化
国際標準コンテナ車（背高4.1m）が通過できる経路が拡大。
● 観光の収益拡大
移動時間が短縮され、観光地に滞在できる時間や立ち寄る
観光地が増加。
● 環境改善
渋滞緩和により、CO2排出量を大きく改善。
● 災害時の経路に柔軟性
災害時など突発的な通行止発生時に迂回できる経路が増加。

首都高速道路株式会社
計画・環境部
計画調整課長
加藤浩樹さん

ストック効果




